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・競争入札に係る予定価格の設定方法、低入札率の要因、1者応札の要因、総合評価方式の運用状況
・随意契約に係る契約までの経緯、契約内容、予定価格の設定方法、公募評価方式の運用状況

　審議内容の主な要旨は上記のとおりであり、今後の対応策及び改善助言がなされた。
　また、これまでの指摘事項に対する改善方針の更なる徹底を求められた。

5　審議結果

・審議した契約案件については、いずれも適正な処理が行われていることを確認した。

［主な審議の概要］

　　大　石　真　裕　　　静岡経済研究所　主席研究員

　　山　本　公　敏　　　常葉大学　経営学部准教授

３　審議内容

（1）令和6年度　第1回　静岡労働局公共調達審査会の審議結果報告

（2）契約案件の審議

４　議事経緯

（1）令和6年7月24日に開催された令和6年度第1回静岡労働局公共調達審査会の審議結果報告を受け、
　　静岡労働局の状況を把握した。

（2）令和5年12月1日から令和6年5月31日の期間に静岡労働局が締結した契約の中から抽出した25件
　　(公共工事で競争入札0件、公共工事で随意契約1件、物品役務等で競争入札18件、物品役務等で随
意契約6件）について、審議した。

令和6年度　第1回　静岡労働局公共調達監視委員会　審議概要

１　開催日及び場所 令和6年9月26日（木）　　

静岡中央ビル　5階大会議室

２　委員（敬称略） 　　大　原　和　彦　　　弁　護　士


